
お知らせ

オーバルバスケットを作りました

いよいよオーバルバスケット作りに入ります。
これがオーバルバスケットの側面になる木材です。

側面の下書きをします。

下書きした部分を糸鋸で切っていきます。

ピンチで固定し、乾燥させます。

1日目はここで終了です。ここから一週間固
定させたまま乾燥させます。

切った部分を小刀で削いでいきます。加工し
た側面をオーバルバスケットの木型に沿わせ
ます。タオルを濡らし、側面の木材を巻き、
アルミホイルを巻き、アイロンを当てます。
熱々になったら一気にはがして、曲げていき
ます。

2015年11月28日(土)、12月05日(土)の2日間わたり小泉匡先生をお招きし、第3回クリエイティブサロンを開催いたしました。
木工のクリエイティブサロンは初めての開催となりました。
〇1日目 -2015 年 11 月 28 日 ( 土 )-
いよいよオーバルバスケット作りに入ります。これがオーバルバスケットの側面になる木材です。
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乾燥した木枠にリベットをつける印を書きます。

いよいよ底板の加工に入ります。

先週開けた穴をガイドラインにし、
ドリルで穴を開けます。

穴を開けたところに銅製のリベットで留めます。

まず、内側に印をつけます。
糸鋸で切るときの導入線も書きます。

底を1mm上げます。 底板を固定させるためにドリルで穴を開け、
木釘を打ちます。

紙やすりで外側と内側を整えていきます。

糸鋸で切断します。 切った底板を
ベルトディスクサンダーという機械で整えます。

木型にはめていた木枠をとります。 ボンドで接合します。

〇2日目 -2015 年 12 月 05 日 ( 土 )-
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オイルを塗り、整えていき、完成です。

参加者の皆さんが楽しくそして真剣に取り組まれている姿を見ることができたこと、怪我なく無事に 2日間開催できたこと、
心から感謝するとともに参加者の皆さんの作ったオーバルバスケットが生活をより楽しませるものとなれば幸いです。今年度
のクリエイティブサロンはこれにて終了です。来年度も皆さまに足を運んでいただけるような企画を考えております。
今後ともよろしくお願いいたします。
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